
夏に読みたい！言葉にまつわる本特集 

 

 

 

もうすぐ夏休みですね。図書室では夏休み特別貸出が始まり、一度に 10 冊も本を借りることができます。 

この機会に、詩集や句集といった、言葉に触れられるような本を借りてみるのもいいかもしれませんね。 

今回は特にオススメしたい本を紹介します。 

水のなまえ  高橋 順子 著 

本のタイトル通り、「水」に関する

言葉についての筆者の思いが綴ら

れた本です。短歌・季語の解説や

現代語訳なども載っているので、

今後の古典勉強にも役立つかも

…？ 

教科書にも載っている、現代詩人

の方の本です。厳しいように取れ

る詩の中に作者の強い気持ちや内

なるやさしさが隠されており、読

むと強くなれるような作品です。 

倚りかからず  茨木のり子 著 

飛び散れ、水たち  近江 瞬 著 

「僕たちは 世界を盗み合うよう

に 互いの眼鏡をかけて笑った」 

透明感のある短歌で日々の「わか

る」日常を表現しているような本

です。夏に読みたい本です。 

バナナの魅力を１００文字で伝えてください 

柿内 尚文 著 

あなたなら、「バナナ」をどう人に

伝えますか？ 

「伝える」「伝わる」を分析して、

これから生きていくうえで必ず

必要な力を身に着けてみません

か？ 

開館日 



  

 

 

 

 

 

 


